
〒100-0005 東京都千代田区丸の内2-1-1 明治生命館1階
TEL ���-����-����（ハローダイヤル）
https://www.seikado.or.jp
X@seikadomuseum
Instagram＠seikado_bunko_artmuseum

：　月曜日（祝日の場合は開館し翌平日休館）
　   展示替え期間　年末年始など

：　10:00～17:00 ※夜間開館については
        当館ウェブサイトをご確認ください。
        （入館は閉館の30分前まで）

：　一般1,500円、大高生1,000円、中学生以下無料
　　障がい者手帳をお持ちの方：700円
         ※同伴者1名無料

休 館 日

開 館 時 間

入 館 料

明治生命館 外観

静嘉堂文庫美術館 ホワイエ

静嘉堂文庫美術館（静嘉堂＠丸の内）　2027年度 展覧会予定

おひなさまと浮世絵の源氏絵 ―岩﨑夫人が愛した品々
基本情報

2028/1/22（土）～3/20（月祝）
ちいさきものは、みなうつくし ―岩﨑家のお雛さまとミニチュアの世界

昭和初期の人形製作技術の粋を集めた
といわれる特注の岩﨑家のお雛さまの
公開に合わせ、日本人が古来愛してやま
ない「ちいさきもの」が大集合します！
王朝文化の香りただよう『源氏物語』の
小さな絵巻物から中国・朝鮮のミニチュ
ア陶器、自然の景物や動物をかたどった
文房具や香道具、印籠・根付や刀装具に
見る精巧無比の極小世界、日本刀の見
どころを詰め込んだ短刀まで、かわいら
しく美しいちいさきものの世界にご注目
ください。

五世大木平藏 《岩﨑家雛人形》
のうち女雛　昭和初期(20世紀)

原羊遊斎《秋草虫蒔絵象嵌印籠・雪華蒔絵印籠》　
江戸時代（19世紀）

《三彩陶器小品》　唐時代（7～8世紀）

国宝《曜変天目》
出展

2027/4/10（土）～6/27（日）
前期：4/10（土）～5/16（日）　後期: 5/18（火）～6/27（日）

2027/7/10（土）～9/26（日）

2027/10/9（土）～2028/1/10（月祝）

2028/1/22（土）～3/20（月祝）

おひなさまと浮世絵の源氏絵
―岩﨑夫人が愛した品々

日本のやきもの
―京焼と古伊万里、茶道具の美

みやこのかたな
―京物と大和物の系譜

静嘉堂＠丸の内 5周年記念展

美の福音 ―幻の名作、山本芳翠《天女》《十二支》一挙公開

ちいさきものは、みなうつくし
―岩﨑家のお雛さまとミニチュアの世界
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“ちいさきもの”が
丸の内の初春を彩る

五世大木平藏 《岩﨑家雛人形》のうち内裏雛
昭和初期(20世紀)

静嘉堂の創設者である岩﨑彌之助とその嗣子・小彌太。彼らを支え
た妻・早苗と孝子もまた、芸術に深い関心を寄せていました。本展
では、２人の夫人が日常の中で慈しんだ品々をご紹介いたします。
はじめに、早苗が蒐集した錦絵から「源氏絵」を展示します。これは
江戸の大ベストセラー長編絵入小説『偐紫田舎源氏』の世界を描
いた錦絵のことで、その多くは幕末浮世絵界の重鎮・歌川国貞（三
代豊国、1786~1864）が手がけ、江戸後期の錦絵の一大ジャンルと
なりました。本展で出品する作品は、すべて初公開となります。
また、ひな祭りの季節に合わせ、小彌太が妻・孝子のために誂え、
奇跡の里帰りを果たした雛人形や、孝子から小彌太へ贈られた愛
らしい御所人形もあわせてご紹介します。
春の訪れとともに、２人の夫人の愛が息づく品々を心ゆくまでご堪
能ください。

秘蔵の浮世絵の源氏絵を初公開！

歌川国貞（三代豊国）《三ッ愛姫ひゐな遊ひノ図》　
江戸時代・万延２年（1861）１月

2027/1/30（土）～3/28（日）
前期：1/30（土）～2/28（日）   　後期: 3/2（火）～3/28（日）

2027/1/30（土）～3/28（日）　　　前期：1/30（土）～2/28（日）　後期: 3/2（火）～3/28（日）

※所蔵表記がない作品は全て静嘉堂文庫美術館所蔵
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：　月曜日（祝日の場合は開館し翌平日休館）
　   展示替え期間　年末年始など

：　10:00～17:00 ※夜間開館については
        当館ウェブサイトをご確認ください。
        （入館は閉館の30分前まで）

：　一般1,500円、大高生1,000円、中学生以下無料
　　障がい者手帳をお持ちの方：700円
         ※同伴者1名無料

休 館 日

開 館 時 間

入 館 料

明治生命館 外観

静嘉堂文庫美術館 ホワイエ

静嘉堂文庫美術館（静嘉堂＠丸の内）　2027年度 展覧会予定

おひなさまと浮世絵の源氏絵 ―岩﨑夫人が愛した品々
基本情報

2028/1/22（土）～3/20（月祝）
ちいさきものは、みなうつくし ―岩﨑家のお雛さまとミニチュアの世界

昭和初期の人形製作技術の粋を集めた
といわれる特注の岩﨑家のお雛さまの
公開に合わせ、日本人が古来愛してやま
ない「ちいさきもの」が大集合します！
王朝文化の香りただよう『源氏物語』の
小さな絵巻物から中国・朝鮮のミニチュ
ア陶器、自然の景物や動物をかたどった
文房具や香道具、印籠・根付や刀装具に
見る精巧無比の極小世界、日本刀の見
どころを詰め込んだ短刀まで、かわいら
しく美しいちいさきものの世界にご注目
ください。

五世大木平藏 《岩﨑家雛人形》
のうち女雛　昭和初期(20世紀)

原羊遊斎《秋草虫蒔絵象嵌印籠・雪華蒔絵印籠》　
江戸時代（19世紀）

《三彩陶器小品》　唐時代（7～8世紀）

国宝《曜変天目》
出展

2027/4/10（土）～6/27（日）
前期：4/10（土）～5/16（日）　後期: 5/18（火）～6/27（日）
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―岩﨑夫人が愛した品々

日本のやきもの
―京焼と古伊万里、茶道具の美

みやこのかたな
―京物と大和物の系譜

静嘉堂＠丸の内 5周年記念展

美の福音 ―幻の名作、山本芳翠《天女》《十二支》一挙公開
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―岩﨑家のお雛さまとミニチュアの世界
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“ちいさきもの”が
丸の内の初春を彩る

五世大木平藏 《岩﨑家雛人形》のうち内裏雛
昭和初期(20世紀)

静嘉堂の創設者である岩﨑彌之助とその嗣子・小彌太。彼らを支え
た妻・早苗と孝子もまた、芸術に深い関心を寄せていました。本展
では、２人の夫人が日常の中で慈しんだ品々をご紹介いたします。
はじめに、早苗が蒐集した錦絵から「源氏絵」を展示します。これは
江戸の大ベストセラー長編絵入小説『偐紫田舎源氏』の世界を描
いた錦絵のことで、その多くは幕末浮世絵界の重鎮・歌川国貞（三
代豊国、1786~1864）が手がけ、江戸後期の錦絵の一大ジャンルと
なりました。本展で出品する作品は、すべて初公開となります。
また、ひな祭りの季節に合わせ、小彌太が妻・孝子のために誂え、
奇跡の里帰りを果たした雛人形や、孝子から小彌太へ贈られた愛
らしい御所人形もあわせてご紹介します。
春の訪れとともに、２人の夫人の愛が息づく品々を心ゆくまでご堪
能ください。

秘蔵の浮世絵の源氏絵を初公開！

歌川国貞（三代豊国）《三ッ愛姫ひゐな遊ひノ図》　
江戸時代・万延２年（1861）１月

2027/1/30（土）～3/28（日）
前期：1/30（土）～2/28（日）   　後期: 3/2（火）～3/28（日）

2027/1/30（土）～3/28（日）　　　前期：1/30（土）～2/28（日）　後期: 3/2（火）～3/28（日）

※所蔵表記がない作品は全て静嘉堂文庫美術館所蔵



希望 指定表記・作家名・作品名 制作年/制作年代

五世大木平藏《岩﨑家雛人形》のうち内裏雛 昭和初期(20世紀)

歌川国貞（三代豊国）《三ッ愛姫ひゐな遊ひノ図》 江戸時代・万延２年（1861）１月

重要文化財 野々村仁清《色絵吉野山図茶壺》 江戸時代（17世紀）

鍋島《色絵牡丹文水注》 江戸時代（17～18世紀）

長次郎《黒楽茶碗 紙屋黒》 桃山時代（16世紀）

南紀重国《刀 銘 於南紀重国造之》 桃山時代（17世紀）

堀川国広《刀 銘 国広》 桃山時代（16世紀）

山城国了戒《太刀 銘 了戒作》 鎌倉時代（13世紀）

国宝 手掻包永《太刀 銘 包永》 鎌倉時代（13世紀）

後藤一乗《烏鷺図目貫》 江戸～明治時代（19世紀）

山本芳翠《天女》 明治11年（1878）

山本芳翠《十二支》 丑「牽牛星」 明治25年（1892）

山本芳翠《十二支》亥「僧運慶」 明治25年（1892）

黒田清輝《裸体婦人像》 明治34年（1901）

五世大木平藏《岩﨑家雛人形》のうち女雛 昭和初期(20世紀)

《三彩陶器小品》 唐時代（7～8世紀）

原羊遊斎《秋草虫蒔絵象嵌印籠・雪華蒔絵印籠》 江戸時代（19世紀）

ご住所

社名/
媒体名

ご所属/
ご担当者名

TEL/
FAX

E-mail

掲載号／
発売予定日

所蔵元/画像提供元

2027年1月～2028年3月 静嘉堂文庫美術館（静嘉堂@丸の内）展覧会 【広報作品画像データ申請書】
ご申請先：静嘉堂文庫美術館 広報担当 河本・大森 E-mail:press@seikado.or.jp Fax:０３－６８１２－２８７０

静嘉堂文庫美術館 広報事務局（共同PR内担当：三井） E-mail：seikado-pr@kyodo-pr.co.jp
＜画像使用全般に関しての注意＞

　　●展覧会名、会期、会場名などの開催概要のほか、指定表記、作家名、作品名、制作年、所蔵元を必ず掲載してください。
　　●作品画像は全図で使用してください。原則として文字を重ねる、トリミングなど画像の加工・改変・部分での使用はできません（画像背景を削除するなどは可能です）。
　　　　雑誌の表紙などへの使用をご希望の場合はお問い合わせください。
　　●概要など確認のため、ゲラ刷り・原稿の段階で広報事務局までお送りいただきますようお願いいたします。
　　●掲載・放送後は必ず、掲載誌・同録DVDを本展広報事務局へ１部ご送付願います。

静嘉堂文庫美術館蔵

おひなさまと浮世絵の源氏絵 ―岩﨑夫人が愛した品々 2027/1/30（土）～3月28日（日）

静嘉堂文庫美術館蔵

日本のやきもの ―京焼と古伊万里、茶道具の美 2027/4/10（土）～6/27（日）

みやこのかたな ―京物と大和物の系譜 2027/7/10（土）～9/26（日）

静嘉堂＠丸の内 5周年記念展 美の福音 ―幻の名作、山本芳翠《天女》《十二支》一挙公開 2027/10/9（土）～2028/1/10（月祝）

静嘉堂文庫美術館蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

ちいさきものは、みなうつくし ―岩﨑家のお雛さまとミニチュアの世界 2028/1/22（土）～3/20（月祝）

静嘉堂文庫美術館蔵

三菱重工業株式会社蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

三菱重工業株式会社蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

静嘉堂文庫美術館蔵

三菱重工業株式会社蔵

  　　　　　 月号（　　　　　　  月　　　　　   日号） ／　　　　　　　  月　　　　　　　   日発売予定   （発行部数　　　　　　      部）　　　□ WEBへの転載あり

TEL                                                                                    FAX

ご所属 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            ご担当者名

〒

社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　媒体名
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